
社会教育研究部門 

「教育と公共」研究部会（第 7回） 

 

日時：2019年 10 月 11日（金）13:00～16:00 

場所：野間教育研究所 2F閲覧スペース 

出席：田嶋一・浅井幸子・上野正道・狩野浩二・仲田康一 各兼任研究員 

金沢千秋・川上智子 

欠席：藤井佳世兼任研究員 

吉久知延所長 

 

内容：（１）田嶋一研究員：京都の番組小学校についての調査報告 

１．京都学校歴史博物館特別展「番組小学校の軌跡 その１始動」の展示を 6月 15日に

見る。常設展で、番組小学校関連の資料が展示され、解説もかなりしっかりしていた 

２．特別展関連イベントとして、「対談：作者に会おう『番組小学校をえがく①』に出席 

・対談者は荒木源（『御苑に近き学び舎に－京都・番組小学校の誕生』2019年、京都新

聞出版センター）の著者×和崎光太郎（元京都学校歴史博物館学芸員） 

 ・和崎氏のガイダンス：番組小学校の起源、地域のコミュニティセンターとしての機

能、構造など 

３．関連資料の収集 

①番組小学校創設 150 周年記念特別展資料一覧表 ②荒木源・前掲書 ③『京都学

校物語』 ④『今日の学校・歴史探訪－我が国の近代教育の魁』 ⑤『学びやタイ

ムスリップ－近代教育の学校史・美術史』など 

     

（２）上野正道氏研究報告：デューイにおける教育の自由と公共性 

１．自由の国、アメリカ？：ヤシャ・モンク『民主主義を救え！』（2019 年、岩波書店）

から、アメリカにおける民主主義の受け入れの状況 

２．1920年代の教育の自由と公共性：デューイ、リップマンを通して 

３．1930 年代以降のデューイと教育の自由：リベラリズム、民主主義の根本である「教

育の自由」「学問の自由」、自由と社会統制などについて 

４．教育の自由と公共性の政治的実践：バートランド・ラッセル事件、ハロルド・ラッ

グの社会科教科書への弾圧等に対してのアメリカでの反応、デューイの見解など 

 

 

 

 

・次回研究会は、11 月 8日（金）13：00～。 

浅井研究員、藤井研究員の研究報告 


